
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 

推薦団体

主な

 

概要

 名  

推薦団体   

な活動地

概要 

     石原

    熊本県文化協会

活動地   県内各地

石原 昌一

熊本県文化協会

県内各地

昌一 

熊本県文化協会 

県内各地 

 

石
原 

昌
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

本 

賞 
い
し
は
ら 

 

し
ょ
う
い
ち 



石
原
昌
一
氏
は
、
彫
刻
家
と
し
て
、
県
内
各
地
の
公
共
施
設
等

に
数
多
く
の
優
れ
た
彫
刻
作
品
を
提
供
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
な
か
で
も
、鞠
智
城
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
温
故
創
生
の
碑
」

や
、
熊
本
市
中
央
区
高
橋
公
園
の
「
横
井
小
楠
と
維
新
群
像
」、

Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
新
幹
線
口
の
「
お
て
も
や
ん
」
な
ど
、
熊
本
の
歴
史

と
文
化
を
象
徴
す
る
作
品
を
制
作
さ
れ
、訪
れ
る
方
々
に
誇
り
と

感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。氏
が
制
作
さ
れ
た
県
内
の
屋
外
彫
刻
作

品
は
、
三
十
五
点
に
の
ぼ
り
ま
す
。 

ま
た
、
氏
が
中
心
と
な
っ
て
、
毎
年
「
手
で
見
る
造
型
展
」
を

開
催
し
、盲
学
校
の
子
ど
も
た
ち
や
視
覚
障
が
い
が
あ
る
方
々
に

立
体
造
形
美
術
の
鑑
賞
機
会
を
与
え
る
活
動
を
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
大
学
教
授
と
し
て
、
多
く
の
美
術
教
員
や

芸
術
家
を
指
導
育
成
す
る
と
と
も
に
、
熊
本
県
文
化
協
会
・
文
化

懇
話
会
の
副
会
長
や
熊
本
県
美
術
協
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、芸

術
文
化
の
普
及
発
展
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
氏
は
、
彫
刻
作
品
の
制
作
活
動
や
後
進
の
育
成

を
通
じ
て
、
本
県
の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
三
十
八
年 

 

第
三
十
九
回
白
日
展 

『
立
つ
』
日
文
賞
受

賞 

昭
和
三
十
九
年 

 

第
四
十
回
白
日
展 

『
沈
黙
』
白
日
賞
受
賞 

昭
和
五
十
九
年 

 

第
十
六
回
日
展 

『
湖
風
』
特
選
受
賞 

昭
和
六
十
年 

 
 

熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授
就
任 

第
十
七
回
日
展 

『
樹
間
』
特
選
受
賞 

『
お
て
も
や
ん
』
制
作
（
当
時
：
熊
本
市
交

通
セ
ン
タ
ー
広
場
） 

第
二
十
回
熊
本
県
文
化
懇
話
会
賞
受
賞 

平
成
二
年 

 
 

  

第
四
十
五
回
熊
日
総
合
美
術
展 

『
湖
畔
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

推
薦
作
家
賞
受
賞 

平
成
六
年 

 
 

 

『
山
鹿
灯
籠
娘
』制
作（
東
京
熊
本
銀
座
館
） 

平
成
八
年 

 
  

『
温
故
創
生
之
碑
』
制
作
（
鞠
智
城
） 

平
成
十
二
年 

 
 

『
横
井
小
楠
と
維
新
群
像
』
制
作
（
熊
本
市

中
央
区
高
橋
公
園
） 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


